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なぜなら、間接費の増減は、製品の生産量と必ずしも関係があるわけではなく、操業度(生産量)
との関連だけで間接費を配賦することは合理的でないと考えたからである。例えば、Aという
製品だけを 100万単位製造している Xという工場と、Aという製品は 10万単位だけ作り、そ
の他 199種類の他の製品を 90万単位(生産量は 100単位から 10万単位まで製品の種類によっ




























 この原価計算は、取引原価計算(Transaction Costing)と呼ばれていたが、その後 Kaplan= 
Cooperは、これを ABCと名称を変更し、この原価計算システムについての研究を進めていく
ことになる。 
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  利用可能活動量＝利用活動量＋未利用キャパシティ・・・・・・・・・・・・・(1) 













が 1 人あたり、2,500 ドルであったとすれば、この部門の 1 ヶ月の注文処理活動のコストは
25,000ドルということになる。また、従業員 1人あたりの 1ヶ月の注文処理活動の達成可能回
数が 125回であったとすると、この部門全体の 1ヶ月の注文処理可能回数は 1,250回というこ






                                                          
14 Cooper, R. and R. S. Kaplan(1992),“Activity-Based System：Measuring the Cost of Resource  
Usage,”Accounting Horizons, September, Vol.6 No.3, p.1 
15 Ibid. pp.1-3 
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式に、入れ込むと以下のようになる。 
  1,250回(利用可能活動量)＝1,000回(利用活動量)＋250回(未利用キャパシティ) 
  25,000ドル(供給された資源のコスト)＝20,000ドル(利用活動コスト) 































                                                          
16 Kaplan,R.S.(1994)“Flexible Budgeting in an Activity-Based Costing Framework”Accounting  
Horizons, September, Vol.8 No.2, June, pp.104-109 
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17 Kaplan, R. S. and R. Cooper(1998) Cost＆Effect, Harvard Business School Press, Boston, p.165. 
(櫻井通晴訳(1998)『コスト戦略と業績管理の統合システム』ダイヤモンド社、209頁). 
18 Ibid. p.165.（上掲訳書、209頁）。 
19 Ibid. p.121.（上掲訳書、152頁）。 
20 Ibid. p.122.（上掲訳書、153頁）。 
経営情報研究 第 15巻第 2号(2007)，61－74ページ 



































                                                          
21 Cooper, R. and R. S. Kaplan“Activity-Based System：Measuring the Cost of Resource Usage,” 
pp.3-4 
活動基準原価計算の発展に関する一考察 
































                                                          
22 Kaplan and Cooper, Cost＆Effect, pp.302-303.(櫻井訳『コスト戦略と業績管理の統合システム』 
380-381頁)。 
23 Ibid.pp.312-313.（上掲訳書、391頁）。同、p.391 
24 Cooper, R. and R. S. Kaplan(1998)“The Promise-and Peril-of Integrated Cost Systems,”Harvard  
Business Review, July/August, pp.116-117.(堀切直子訳(1999)「ABCとオペレーション・コントロールの 
統合システム」『DIAMONDハーバード・ビジネス』第24巻、第2号、123-124頁)。 
経営情報研究 第 15巻第 2号(2007)，61－74ページ 



































                                                          
25 Cooper, R. and R. S. Kaplan“The Promise-and Peril-of Integrated Cost Systems,”p.117.(堀切訳 
「ABCとオペレーション・コントロールの統合システム」124-125頁)。 
活動基準原価計算の発展に関する一考察 
















                                                          
26  Kaplan and Cooper, Cost＆Effect, p.122.(櫻井訳『コスト戦略と業績管理の統合システム』153頁)。 
経営情報研究 第 15巻第 2号(2007)，61－74ページ 
―  ― 74
（参考文献） 
 
Cooper, R.,(1988)“The Rise of Activity-Based Costing-Part One:What is an Activity- Based 
 Cost system?”Journal of Cost Management, Vol.2 No.2, Summer. 
Cooper, R. and R. S. Kaplan(1988)“How Cost Accounting Distort Product Costs” 
 Management Accounting, April. 
Cooper, R. and R. S. Kaplan(1988)“Measure Cost Right:Make the Right Decisions” 
 Harvard Business Review, September-October. 
Cooper, R. and R. S. Kaplan (1992)“Activity-Based System：Measuring the Cost of 
 Resource Usage”Accounting Horizons, September, Vol.6 No.3. 
Cooper, R. and R. S. Kaplan(1998)“The Promise-and Peril-of Integrated Cost Systems” 
 Harvard Business Review, Vol.76 No.4, July/August.(堀切直子訳(1999)「ABCとオペレー 
 ション・コントロールの統合システム」『DIAMONDハーバード・ビジネス』第 24巻、第 2
号)。 
Kaplan, R. S.(1994)“Flexible Budgeting in an Activity-Based Costing Framework” 
 Accounting Horizons, September, Vol.8 No.2, June 
Kaplan, R. S. and R. Cooper(1998) Cost＆Effect, Harvard Business School Press, Boston. 
 (櫻井通晴訳(1998)『コスト戦略と業績管理の統合システム』ダイヤモンド社)。 
